
　（別紙４-２） 事業所名  グループホームふれあい稲田１，２

作成日：　平成　２２年　９月　２８日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 1 事業所独自の理念を作ることを期待したい。 独自の理念を作る。
他ホームの理念の由来、思い等を参考にしなが
らスタッフ間で検討中です。

３ヶ月

2 2
地域住民のボランティアの依頼、避難訓練の参
加、相談に応じる等少しずつ声をかけ続け町内
会と付き合っていくことを期待したい。

住民との接点を作る。

９月上旬町内会にボランティアのお願いの回覧
を回し、その中に介護等の相談に応じますと記
載しています。又当社施設の敬老会行事にも参
加を呼びかけている。

１年

3 33
重度化に向け具体的な話を本人、家族の希望
を取り入れ１年に１回以上個別に話し合うことで
本人、家族の安心につながる支援を期待する。

重度化に向け具体的な話を本人、家族の希
望を取り入れ１年に１回以上個別に話し合う
ことで本人、家族の安心につながる支援を期
待する。

家族との面談を積極的に行い、重度化になった
場合の介護を話し合っていく。

６ヶ月

4

5

注１）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入して下さい。
注２）項目数が足りない場合は、行を追加して下さい。

　　　　　　　　　　　　目標達成計画

【目標達成計画】　

平成22年度　社会福祉法人　北海道社会福祉協議会


